
 

 

 

 

 
 

ﾃｨｱﾚ PEG ｷｯﾄの使用方法について(当社推奨) 
 

・内視鏡を定められた操作方法に従って胃内に挿入する。 

・送気により胃を十分に膨らませ、腹壁を照射した透過光が最も強い部分 

の皮膚を圧迫し、胃内腔の隆起を内視鏡で確認することで、適切な胃瘻 

造設部位を決定する。  

  

 

・選定した刺入部位周辺を剃毛、消毒し滅菌ﾄﾞﾚｰﾌﾟで覆う。 

・内視鏡のﾁｬﾝﾈﾙを通じてｽﾈｱｰを挿入し、胃内で待機する。 

・小切開ﾒｽで､適切な位置を皮膚切開する｡(少なくとも 1cm切開) 

・皮膚切開部位から内針付ｲﾝﾄﾛﾃﾞｭｰｻｰｶﾆｭｰﾗを刺入し、胃内への到達を内視 

鏡で確認した後、穿刺針を抜去する。 

 

 

・穿刺ｶﾆｭｰﾗからﾙｰﾌﾟﾜｲﾔｰのﾙｰﾌﾟ部分を胃内に挿入し、ｽﾈｱｰでﾙｰﾌﾟﾜｲﾔｰを 

しっかり把持したまま、内視鏡と共に口腔外に引き出す。 

 

 

 

 

・ﾙｰﾌﾟﾜｲﾔｰを十分に引き出したらｽﾈｱｰを外し､ｶﾃｰﾃﾙの先端ﾜｲﾔｰとﾙｰﾌﾟﾜｲﾔｰ 

を連結する。 

      (重要：右図のように､引き出したﾙｰﾌﾟﾜｲﾔｰをｶﾃｰﾃﾙ先端ﾜｲﾔｰの 

ﾙｰﾌﾟ内に通し連結して下さい) 

 

 

・ｶﾃｰﾃﾙに潤滑剤を塗布した後、切開部位から出ているﾙｰﾌﾟﾜｲﾔｰを把持し、 

ゆっくりと引っ張ることでｶﾃｰﾃﾙを口腔内に引き入れ、切開部位を通り、 

穿刺ｶﾆｭｰﾗとともに体外に引き出す。 

 

 

 

・ｶﾃｰﾃﾙのﾊﾞﾝﾊﾟｰが胃前壁に軽く接触したら、内視鏡を再び挿入し、正しく 

留置していることを確認する。 

・固定板をｶﾃｰﾃﾙの先端から通し、切開部位で固定する。 

・栄養補給に適した長さを残し、ｶﾃｰﾃﾙを垂直に切断する。 

・切り口に 2 ﾎﾟｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀｰを取り付ける。 

 

【抜去方法について】 

・固定板を取り外し、腹部からｽﾗｲﾄﾞする。内視鏡を定められた操作方法に従って胃内に挿入する。 

・送気してﾊﾞﾝﾊﾟｰを把持出来るか確認する。瘻孔に潤滑剤を塗布し、ｶﾃｰﾃﾙをゆっくり回し胃内に 1～2cmほど押し込む。 

・ｽﾈｱｰを挿入しﾊﾞﾝﾊﾟｰを把持する。体表上の皮膚に近い場所でｶﾃｰﾃﾙを切り離し、内視鏡と共に口腔外へ引き出す｡  

固定板 2 ﾎﾟｰﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ 
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